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「采女の袖吹きかへす明日香風都を遠身いたづらに吹く」 志貴皇子  巻 1-51

昨年、蘇我蝦夷と入鹿の屋敷跡が発掘された国営明日香歴史公園甘樫丘地区の車道から公

園内を南へ行くと売店があり、その前の間伐材で組んだ階段を上がると中腹の曲がり角に

ひつそりとこの歌碑がある。犬養孝の揮宅による万葉仮名の原文で「媛女乃袖吹反明日香

風京都乎遠見無用な布久」とある。大意としては 「采女の袖吹き返す明日香風は都が遠く

なった今ただむなしく吹いてゐるだけである」 飛鳥の都は 6世紀末からおおよそ 100

年間続き、694年藤原京に移 り、わずか 16年で平城京に移つた。飛鳥京は歴代の天皇

が皇居を中心に宮を設け、掘立柱の建築様式のため長持ちしない事情もあるが、天皇ごと

に官が遷つた。舒明天皇、斎明天皇の飛鳥岡本宮、同じく斎明天皇の飛鳥川原宮、岡本宮、

天武天皇の飛鳥浄御原宮、用明天皇の池辺双槻官、推古天皇の小墾田宮、豊浦宮、顕宗天

皇の人釣宮、宣化天皇の桧限麿入野宮など飛鳥地域に点在していて、これらを総じて飛鳥

京と称している。さて作者の志貴皇子は天智天皇と采女の間に生れた皇子で母の身分が低

いがゆえに政の表舞台に立たず、もつぱら詩歌を得意とし、万葉集にt)新 しくて流麗で明

快な歌が多い。

芦辺ゆく鳴の羽交に霜零りて寒き夕は大和し念ほゆ 巻 1-64

むささびは本末求むとあしひきの山の猟夫にあひにけるかも  巻 3-267

大原のいち柴原の何時しかとわが念ふ妹に今夜逢へるかも   巻4-513

石ばしる垂水の上のさ蕨の萌え出づる春になりにけるかも   巻 8-1418

神名火の磐瀬の社のほととぎす毛無の岡に何時か来鳴かむ   巻 8-1465

冒頭の明日香風は特に有名で袖吹きかえすというエモーショナルな風景は采女であつた母

の美しい面影を重ねていたのかもしれない。また都が移つて今や寂真たる飛鳥から遠望し

ても懐かしい思いばかりで新しい都に馴染めないでいる。

さてその後 16年の短命に終った藤原京はその原因として急激に巨大化した都市化による

衛生面の問題、疫病の流行などがあったのではないか。そして隣接する諸外国を牽制する

思いで造った当時世界一の都はあえなく泥田に戻つてしまったのである。
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3月 例会報告 壺坂・高取城址と雛の里を訪ねて

3月 25日 、集合時間直前まで降つていた雨もあがり、この日の参加者 21名 は壺坂寺ま

でバスで移動、一年越しの高取城址へと向かいました。

壺坂寺から約 1キロのぼると巨岩に刻みつけた五百羅漢の石仏群に圧倒されます。登り

下りをくり返しながら、人幡神社から高取城中門をへて標高 584メ ー トルの高取山に築城

された日本一の山城へ、「巽高取雪かと見れば 雪でござらぬ土佐の城」と謳われた本丸跡

からは吉野・大峰などの山々が可望できます。

桜にはまだ少し早かつたのですが、途中高橋さんからカシ類の垂直分布についてお話を

お聞きし、ツルシキミの花やニッケイを観察するなど楽しい一日をすごしました。

下山後は土佐街道で 3月 いつぱい約 80件で展示されている「町家のひなめぐり」を楽し

みました。 豊島 記

イベ ン ト報告・ ″ ―スデ ー′ θ θ θノ″オ 多       小嶺敏勝

「第 20回アースデー2 0 0 9inな ら」が4月 19日奈良県流域下水道センター

自由広場で夏日の晴天のもとで開催された。

本年は 2000人の参加者を目標に、25のブースが用意され、他にフリーマーケット25

店、はしご車、レスキュー車、起震車体験、その他、参加者も多く例年になく充実
したも

のであつた。

10時から約 1時間、全員で会場近くの川を、大和川クリーン作戦と称してゴミ収集の後、

中央舞台では演舞、民謡、ミュージカルその他が始まり、同時に展示、体験、販売
が始ま

った。

当会からは、タケエ作体験で参加し、 (タ ケ鉄砲、ケンダマ、マイ箸)大変好評でした。

又、会の紹介の時間も有り
「奈良 。人と自然の会」の PRになつた。

スタッフも今回、工作での催しでは最大の 9名の参加を頂き今後の展望が開けて心強
い。

*参加スタッフ :本郷、樋日、占川、阿部、弓場、岸谷順、岸谷和、安川。
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4月 例会報告 花の郷 平群を訪ねる
4月 3日 (金 ) 参加者 27名

3月 末にはモクレン・トウモクレンで山一帯が自とピンク色で覆われていましたが

アオモジの黄色が日立っていました。日ごとに山の色は変化しているようでした。

も楽しんでいただけたと思います。少し汗ばむ位のコースでお疲れ様でした。

<参加者感想の一部>
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担当 :小嶺・勝田

、当日はサンシュユ・

晴天だつたため眺望
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★春の到来を五感で味わうと共に新年度の始

動を実感できました。   小田 進人郎

★好天に恵まれ、楽 しく良い実りのあるウ

オークでした。少し盛 りを過ぎていると言

われていたが、予想以上で、敬エザクラ、

モクレン、コプシ、サンシュニ、リョーブ

ミツマタ等々久しぶりの英気を養いました。

高松 秀行

★良いコースでいいガイ ド、もちろんいい

天気何も言 うことはありません。自然 と人

工美の妙でしょうか     塩本 勝也

★昨年に続き三度日の桃源郷散策です。余 りの

美しさに、是非見ていただきたいとご近所の方

をお誘いしました。 モクレンは散 り始めていま

したが、小嶺さんの想像 してくださいのお言葉

通 り、頭の中は満開の真っ白なモクレンが一杯

色とりどりの木花の美 しさに心豊かな気分にな

りました。来年も行きたい。 吉村  さつき

《 逢坂雅子 撮影 》

★聞きしに勝る景色に幾度も感動 しました。

宮澤喜代子

☆ゆつたり、のんびり春の空気を思いつきり

吸いながら、歩けてよかったc谷間に淡い色

の花々が見事に咲いて、身も 心 1)ほ っこり

しました。 松本 悦子

:★良い天気に恵まれての平群谷の桃源郷は、

3モクレン・サンシュユ・アオモジ・トサミズキ
)

:シ ナ レ ン ギ ョ ウ ・ ・ ・ 等  色 と り ど り で 美 し く
0

:少 しかすみがかかりおだやかな日でした。

1平群のサクラ、ケイオウサクラとiE月 サクラは

:初めて聞いたサクラでした。

:新 しい事が 一つ知れてよかつた.
)

●
●

★ こ ん な に 近 く に 見 事 な 郷 が あ つ た と は 、 驚  :
◆

くばかりG時期は多少ずれていたがその盛り 8
を思わせる景色は十分残つており、楽しい一 ‡

◆

日を過ごすことができました。       :
岡田 勝夫   :

★昨年来て大変よかったので、行く機会がな :
く今回を楽しみにしていた。桃、菊等いろい :
ろ植えられ、豊かな里山を歩くのは本当に気 :

◆

:              宇 野  利 子      持 ち が よ か つ た 。     板 橋  宏 昌   :
●                                                                                                  ●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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ならゆ 回ゞジシェクトロ[ラステ『eTE12司年4

ならやまプロジェク トは、 3月 末で発足後 2年 目の活動を終えました。

この 1年間の活動は、定例活動・臨時活動合計 89回、参加人員は昨年の 3倍となる延
べ 1283人

に達しました。活動は、①環境クリーンアップ、②放棄田畑の復元、笹藪
の刈取り、③里山の整備、

④里山の活用、⑤参加者の輪を拡げる、の項目に沿つて展開されま
した。

この間、次第に美しさを取り戻していく里山の姿に力づけられながら、仲間と共
に流す気持ちのい

い汗、相次いで参加される新しい仲間たち、行政当局の理解と
バックアップの具体化などの好循環に

支えられて、計画は予想以上の成果を上げることが出来ました。県、市
の行政当局からも、好意的な

評価をいただいて、活動は弾みがつきながら3年目を迎えようとしています。この間
の会員各位のご

尽力に心から敬意を表しつつ、第 3年目の活動をさらに進化させていきたいと考えています。引き続

きよろしくお願い致します。

以下、新年度に入つて最初の月の活動状況につき、報告いたします。

4月 11日 (土)晴 菜の花祭り 参加者 61名 (内 新入会員 10名 、奈良生協関係 22名 )
・快晴に恵まれ、整備が終つたA地区の里山は、コナラ林の新芽で煙るような山肌

のあちこちに

ヤマザクラ、ウワミズザクラのパステル トーンの彩り。満開の菜の花畑は、鮮や
かな黄色一色c

隣の田回には蛙の声。 2年前には想像もしなかつた春の里山の風景が日の前に拡がるc

菜の花祭りは、ならやまプロジェクトの成果をじつくり味わいながら
のお祭りとなつた。里山で

取れたタケノコ、野草の料理を味わい、春の里山散策を楽しんだ
一日でした。 (詳細は別記)

4月 12日 (日 )晴 杉の子文庫の里山見学 参加者 21名
。近隣のボランティアグループの「杉の子文庫」から菜の花畑見学

の申込みがあり、ならやまプ

ロジェクトの PRに もなればと、急遠メンバーの有志 7名 がお世話することになる。菜の花見

学、里山観察、自然工作と急遠作つたメニューだつたが、子供達
・保護者はすつかりご満足の

様子。ここが大変気に入つていただき、我々の活動の理解者がまた増
えたことは間違いないよ

うです。

4月 13日 (月 )晴 ならやま「鳥の日」 参加者 3名     ―

4月 17日 (金)曇 リ ゴミ収集、用水路ゴミ浚え、田圃草取りなど 参加者 26名
・4月 最初のの環境クリーンアップ作戦。自転車道路沿いには、新たな

ゴミが放棄されている。

心無い行為に怒りを覚えつつも、これが景観形成の第一歩と
′い得て、全量で一斉に回収する。

次いで、日頃お世話になっている用水路には、昨年来の落葉が厚く堆積
している。これを取除

くのは大変な作業だが、皆でやれば思いのほか捗る。仲間の力を実感さ
せられる事でした。

。今年から稲つくりに挑戦する田圃を、会員の鈴木末一さんの指導で下準備
をする。泥に足を取

られながら、カラス蘭のどの雑草を取り除くじ田植えは6月 上旬を予定っ

。ヵブ トムシの幼虫を囲い込むため、コンポー トでアパー トを作りました。周囲は竹
垣で囲つて

あり、さぞかし快適な住まいになつていることでしよう。 6月 以降
の羽化が楽しみです。

・「学びの森」を整備 しています。笹、下草の刈り取り、枯倒木
の処理、丸太ベンチの設置など

木漏れ日の林間学校をイメージしながら、里山グループのメン
バーが取組んでいます。

** お知らせ **
ならやまプロジェク トも3年 目を迎えて、活動の分野、量が共に増えてきました。

これに対応

するため、次のような分野別グループ体制で臨む予定です。 (後 日、詳細をお知らせ します)

A里山グループ
里山の手入れ、観察路の整備、植生調査など

B農園グループ
田畑の復元維持、収穫物の処理、有機農業の実践

C景観・環境改善グループ
環境整備、植栽・花壇、笹藪

。草刈の払い

D教育・イベント・広報グループ
会員研修、イベント、実習生受入など

4
(古り|1 祐司 記 )
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*ならやま里山林花だより *
4月 11日 (土)百花燎乱 出も野も花がいっばいです。
野にはムラサキケマン、シハイスミレ、セイョウタンポポ、カンサイタンポポ、スイ

バ、カラスノエンドウ、ヘビイチゴ、ホトケノザ、ヒメオドリコソウ、キュウリグサ等が

咲き、山や林にはミツバツツジ、コバノガマズミ、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、ザイフ

リボクが咲いています。アケビ、ミツバアケビも可愛い花を咲かせていました。畑ではナ

ノハナ、ショカツサイ、パンジー、ユキャナギ、シャガ、ハナニラ、キンセンカ、セキチ

クが咲いています。

<ならやま・イベント報告>

ならやま“菜の花参つιl" 西谷範子

4月 11日 は気温 26℃ という好天 ?であった。生協がすすめる菜の花エコプロジェクト
の最初のイベント、まずは満開の花を愛でながら、菜種油で揚げた野草の天ぶらを楽しも

うという祭りがならやまで開かれた。

今年は 3月 の異常な暖かさのため菜の花は早々と咲き、4月 まで持つのかとずいぶん気を

1)んだが、直前に寒の戻りがあり無事まつりには満開となった。

当日は生協会員の方と奈良 。人と自然の会会員、61名 の参加。ハーモニカやテープに合
わせて懐かしい歌の大合唱のあと、三キノシタ、ヨモギなどの野草 10種 ときれいな菜の
花の天ぷらが山盛りに供された。他に味噌汁とならやま産の筍ご飯などに舌鼓を打つた。

午後は子ども達も
二緒に、明るく整備された里山を散策。満開の山桜やザイフリボクの本

々にケマンソウ、キランソウ、ホ トケノザの春の花々もいっぱい。

朝日新間の取材があり、翌日の新間に写真入りで掲載された。

春のならやま・白邊El比率ど白J=エイト 小嶺 敏勝

4月 12日 (日 )な ら山里山林にて、杉の子文庫の子供達と保護者 21名 を迎えて開催
した。杉の子文庫は地元で佐保台と反対側の不退寺近くの佐保の子供達だ。

10時半に歩いて来場、阿部会長の挨拶の後スタッフの自己紹介後、守口さんの案内で観

察会、草むらで可愛い花を沢山見つけ、虫メガネでのぞいたのはヘビイチゴの黄色の花、

ぶらぶらゆれるクヌギの花にびっくり、アオキの花も人気、ウヮミズザクラは満開、落ち

葉の絨毯の上を歩き、伸び始めた新緑と森の空気で元気が蘇った様子。

お昼は岸谷さん夫妻調理の豚汁が、またたくまに、なくなる。

午后は鈴木さん用意のフクロウエ作に挑戦、それぞれが個性豊かな作品を完成。発表会は

皆得意顔、他に用意したレインステック作りは時間が無く説明のみで材料を各自持ち帰る。

一歳の赤ん坊が見本のレインの音を聞き、身体全体で喜びを表現していたのが印象に残

る。

なごりを情しんで 3時前に皆さん元気に帰路につく。

*参加スタッフ : 阿部、古川、守日、鈴本末、岸谷順、岸谷和、小嶺
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恐辱出に機 守口 京子

ありがとうを言いたくて筆をとりました。私が忍辱山に行き始めたのはただ単にどんな

所か見てみたいの興味からだけでした。それが私にとつてこんなにも貴重なよい経験にな

るとは思いもしませんでした。

感心した 1つ 日は会員の人達の活躍ぶりです。全員が実に真剣に力強く、しかも協力 し

て作業しているのです。現場は急斜面のある森の中で上り下りするだけで足が疲れます。

道のない山の中を歩くのは私にとつて初めての体験でした。リーダ
ニのきびきびした指示

でペアを組んで作業をするのは快い緊張感です。鋸や鈍やロープを使って手作業で大きな

木を切り倒し、玉切りをし、積み重ねていきます。とてもシエアとは思えません。それど

ころか若い人達もかなわないでしょう。普段の例会やなら山活動日などで見せる穏やかな

にこやかな表情とは全然違うのですつかり見直しました。

2つ 目は森林の生態の素晴らしさです。活動するうちに森の地面のようすがわかるよう

になりました。森には遊歩道沿いの高い所、急斜面、緩斜面、すり鉢状の谷底、地面ので

こぼこがあります。それぞれの場所で様々な植物が自分の適所を見つけて生育しています。

この当たり前のことを実感としてとらえることが出来ました。本の根に浸みこんだ雨水は

地面からしみ出て谷底に湿地を作り、ちょろちょろと川の流れを作り下へ下へと流れて行

きます。川の始まりでこれからはるか大阪湾まで流れて行きます。水が上から下へと流れ

ること、これもまた当たり前のことが本当だと実感 しました。森の栄養たつぷりの水が大

地をうるおし、すべての生き物の命の源となるのですね。

谷底の湿地にはミズゴケが生えていてハンノキがたくさん育っています。早春のハンノ

キは赤茶色の花をたくさんぶら下げていました。そしてちょつと上の斜面のヤシャブシは

少し遅れて緑色の大長い花を付けました。植物はきちんと住み分けているのです。また足

元のたくさんの種類のコケの美しさは思わず見とれるほどで、どこを歩いたらよいのか困

るくらいでした。植物が自ら育とうとするたくましさを感じることができました。公園や

山道を歩いて観察するのとはまた一味違 う感じ方でしたっああだから皆さん森に魅せられ

て活動に来られるのだなと思いました。

雑木林の整備では落葉樹を残すように間伐したので、これからツツジや桜が咲いてくれ

るかなあと楽しみにしています。また見に行くつもりです。親切にご指導いただき、仲よ

くしてくださつた皆さんありがとうございました。国有林関係者の皆さん貴重な体験をさ

せていただきありがとうございました。そして森の

素晴らしさを教えてくれた忍辱山に感謝と感激c美

しい森がいつまで1)続 くように願つています。

）
強癖ｒ
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思いでの記

里山林の侍たちとお局さん Ⅱ
川井

今年も、このフィールドには自然の精気と人の熱気が満ち溢れている。

ここで活動する女性陣を、お局さんと酒落ては見たものの、どうしてどうして、飾

り気のない素顔の女闘士の実像が見えてくる。

私もこの世界に入って色々な女性の方と活動 して来ましたが、価値観の違いこそあ

れ、自然に対する純粋さ、自己犠牲の精神、男性顔負けのタフな行動力、ただただ脱

帽する事が多かった様に思う。

筆頭に豊島すみ子さん。二代目の副会長として私の右腕として四年間支えて頂きま

した。今は生協の重鎮として、菜の花 PJの旗手と二足草難で頑張って頂いている。
会議など論戦の輸の中に、この方の一言が空気を和らげる事もしばしばで、当会の

女房役として不可欠な方と思っている。小柄ながら大きな瞳が `篤姫,の様な・・ .

小田久美子さん。言わずと知れた当会の野鳥に関する第一人者である。

会報誌 3月号のコラムにハチドリの話の下りがあり、山火事で動物が皆逃げるなか、

一生懸命消化の水を運ぶ姿。鳥曰く、「私に出来る事だけをやっているのョ」と、正

に奢りのない献身の心が描写されてをり、我々も身の文にあった活動こそと改めて自

党 した次第である。 奈良検定では当会ただ一人の一般認定者であり、そのオ女ぶり
には正に鳥人・ 超人の尊称を奉りたい。

守日 京子さん、林 令子さん。このお二人は正に関士の名が相応しい様に思う。

当会の活動の場には、いつもお元気な顔があり、好奇心・ 研究心の旺盛なオールラウ

ンドプレヤーと言った所でしょうか。

Mさ んは衣装を変えると女官の様な、奈良好きで行動力のあるHさ んは邪馬台国の

卑弥呼がこんな人ではなかったかなと。私の勝手な想像ですが。 御免。
西谷 範子さん。この方とは当会の初期の頃、高円山の大文字の火床を見て、植物

観察をした事が記憶にあり、山野草に詳 しい人だなと感服 したものでした。

今、里山ではお花畑のお守りと炊事に助力して頂いている。いつも野趣に富んだ手

料理を御馳走になり、正に里山の `お母さん,。 と言ったら、まだ若いのョと叱られ

るかな 00。

紙数が尽きました。この稿はまた機会を得て寄稿したいと思います。

今年もシエアから新しい方々の入会があり、地域の方の参画もあって益々充実 した里

山の諸活動が展開される事と思います。私も身体条件が続 く限り「生涯現役」を座右

銘として頑張って参ります。今後ともお手柔らかによろしく。

次回はこの稿も最終回としてお届け致 します。



昆 虫 の ネ ー ミ .ン タグ

菊川年明

昆虫の名前というと普通は種名のことである。昆虫の種名には学名と和名がある。学名は万国

共通の学術上の名前で、一定の約束事の、とに命名され、 1種にっきl名称が界則である。

私たちが親しんでいる昆虫の名前は和名 (日 本名)で、そのうちの普遍化されているものを標

準和名と呼んでいる。しかし、標準和名には約束事は設けられていないので、ある意味では曖味

なものでもあり、明治以降に出版された権威のある図鑑あたりから広まったもののようである。

昆虫少年だつた手塚治虫氏 (故人)や北社夫氏らが愛用したという平山修次郎著の「原色千種

昆虫図譜」 (初版発行昭和 8年)には標準和名に括弧書きで別名を添えてあるものがたくさんあ

る。例えばカブトムシ (サイカチムシ)、 シロスジカミキリ (ク リカミキリ)、 ギフテフ (ダン

ダラテフ)、 オホミヅアヲ (ユ ウガホベウタン)、 クロスズメバチ (ヂバチ)な どである (旧仮

名遣いによる)。 標準和名の学術的な表記は、カタカナ書きが慣行 (戦後)にならている (動植

物全般)。

昆虫の和名は色彩、形態、類縁関係などから名付けられていることが多く、名前を聞いただけ

で大体どのような昆虫かの察しがつくのが普通である。色彩や形態からはアカ・べ■・アオ・ル

リ・キ。シロ・クロ。オオ (大 )・ コ (小 )・ ヒメ・ナガ 。マル・ホ.ソ ,フ トなどがつくものが

多く、末尾に類縁から○○カミキリ・〇〇アゲハ・〇〇トンボ、○○バッタ.な どと締めくくられ

ているものが多い。.

ごく小さい昆虫にはマメやチビと名付けられたものもたくさんあり、中にはマメチビキカワム

シというものまである。この昆虫は体長が2 mmく らいで、チビキカワムシという微小昆虫の

グループの中にあって、最も小粒ゆえの名前である。今日的にはマメはともかくとしても、チビ

という呼称はいさかか気にならないでもない。

昆虫の棲息場所に基づく命名もある。キソコムシ類は茸の中にいるから、クチキムシ類は朽ち

木の中にいるから、ハムシ類は植物の葉の上にいるから、というわけである。ゴミムシという一

群の昆虫はおおむね塵埃の中にいるのではあるが、可哀想な名前である。

そのほか、ダマシ、モドキ、■セという名が冠せられた昆虫もかなりいる。ある種の昆虫に似

ているところからの命名である。ゴミムシダマシ、カヤキリモドキ、ニセリンゴカミキリなどで

ある。中には■セクロホシテントウゴミムシダマシという長つたらしくて、しかもニセ○○○○

なのか、○○○○ダマシなのか判然としないものまである。

=般的にはハナアブ類として親しまれ、可憐な草花の景物になっているオオハナアプやナミハ

ナアブについて、前者をオオアブバエ、後者をハナアブバエと従来の和名と異なる名前を記載し

ている図鑑がある (保育社 原色日本昆虫図鑑 下巻 昭和 52年初版発行)。 ハナアプ類は人

畜を刺す本来のデブではないが、ハサアプとして従来親しまれてきており、ハエというイメージ

のよくない呼称をわざわざ冠するのは如何なものであろうか。そういうこともあつてかこれは定

着していない。             8



艶やかに百花の妍や信貴平群          秀 夫
2月 3乳4月 例会.平群桃源郷。モモ・サクラ・サンシュユ 0レンギョウ・ユキヤナギ・

コブシ・リョウブ・ハクモクレンと咲き競う。四辺の山は遠霞。春爛漫の一日を楽しむ。

古の業平道に花に酔い、陶然とした一日を過ごさせていただきました。

廊信14月 1日 。当会のサークル「のらの会」。佐保川堤に花見の宴。人人衆 健吟の一句。

安川 和男  通り雨下戸は花見を楽 しめり

菊川 年明  花時雨ええじゃないかとのらの会

弓場 厚次  佐保の花に楽 しき宴いつまでも

水本 違真  佐保川の桜の頃や生き甲斐と

古川 裕司  佐保媛の涸の川か花流る

阿部 和生  盃に浮かべし桜世の絆

鈴木 末一  万葉の浪漫を想ム、花見会

川井 秀夫  風狂の酒あれば佳し四月馬鹿

′ヽ′ヽ|″71`7Eコ  (3onin  Honevealer)

世界中で東京都の母島にしか見られない固有種です。特別天然記念物・小笠原村の鳥

スズメぐらいの大きさです。白いアイリング

の周りに三角形の黒い斑があり額も黒いT字

形があります。森林に多く生息し、集落内で

はパパイヤやガジュマルの樹木のあるところ

で見られます。母島の乳房山では鳥たちの水

呑み場が作つてありました。本から流れてき

た雨水を粽欄のひもを伝わせて貯めていまし

た。水が入つているかどうかガイ ドさんたち

が気にかけていました。メグロは母島の人たち

に大切にされていました。生息数 15000羽 程度  母島ガイド梅野ひろみさん 撮影

東京都の竹芝桟橋から小笠原丸に乗り、25時間の船旅です。父島に着いたら、母島丸に

乗り換えて 2時間。母島に至1着です。楽園まで 1000 km余やつとメグロに出会えました。

*日本語の無人がボニン (Bclnin)に なった
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登り下り歩く平群は花の郷

案内通り、花いつぱいの素晴らしい 1日 でした。

踏み迷う業平道は花の路

野田 陽子

古川 祐司

文責  勝田
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